
(57)【要約】
【課題】安全性が高く、容易かつ多量に入手できる物質を有効成分とするメラニン産生促
進剤を提供することを目的とする。
【解決手段】メラニン産生促進剤は、食用菊の抽出物を有効成分とする。また、メラニン
産生促進剤は、白髪防止効果を有する。前記食用菊は、「かきのもと」である。これによ
り、人体に対する安全性を向上し、白髪の発生を防止すると共に、発生した白髪を黒化す
ることができる。また、一般ユーザが抵抗なく使用することができる。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
食 用 菊 の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る こ と を 特 徴 と す る メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
白 髪 防 止 効 果 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 に 関 し 、 特 に 菊 の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る メ ラ ニ ン 産 生
促 進 剤 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 毛 髪 は 、 人 種 や 体 質 に よ り 様 々 な 色 が 存 在 し 、 個 人 の 特 徴 と な っ て い る 。 毛 髪 の 色 の 中
で 、 特 に 白 色 の も の は 白 髪 と よ ば れ 、 年 齢 と 共 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 白 髪 は 個 人 の 老 化
が イ メ ー ジ さ れ る た め 、 多 く の 人 が 好 ま な い 傾 向 に あ る 。 白 髪 対 策 と し て 多 く の 場 合 、 染
毛 剤 に よ る 染 色 が 試 み ら れ て い る が 、 髪 の 伸 長 と 共 に 染 色 さ れ て い な い 部 分 が 現 れ る た め
、 染 色 を 繰 り 返 さ な け れ ば な ら な い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 染 毛 剤 は 毛 髪 そ の も の だ
け で な く 皮 膚 へ も ダ メ ー ジ を 与 え 得 る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 こ の た め 、 安 全 で よ り 効 果
的 な 白 髪 防 止 剤 の 提 供 が 待 ち 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 毛 髪 の 色 は 、 毛 根 の 色 素 細 胞 が 産 生 す る 色 素 ・ メ ラ ニ ン に よ っ て 決 定 さ れ て
い る 。 白 髪 の 原 因 は 、 色 素 細 胞 の 欠 落 、 ま た は メ ラ ニ ン 産 生 の 減 少 と 考 え ら れ る た め 、 メ
ラ ニ ン 産 生 へ の 促 進 作 用 を 検 討 す る こ と が 白 髪 防 止 作 用 を ス ク リ ー ニ ン グ す る 方 法 と し て
用 い ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 、 お よ び 特 許 文 献 ２ ） 。 上 記 特 許 文 献 １ に は 、 あ る 種
の 不 飽 和 脂 肪 酸 を 有 効 成 分 と す る 白 髪 防 止 剤 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 化 粧 品 と
し て 使 用 実 績 が あ る 物 質 を 有 効 成 分 と す る も の と し て 、 上 記 特 許 文 献 ２ は 飽 和 脂 肪 酸 を 有
効 成 分 と す る 白 髪 防 止 剤 が 開 示 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 す で に 認 可 さ れ て い る 物 質 を 用
い る こ と が で き る の で 、 よ り 安 全 性 を 高 め る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 有 す る も の
で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 １ － ２ ５ ０ ３ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ９ － １ ４ ３ ０ ６ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 ２ に お い て も 、 使 用 さ れ て い る 飽 和 脂 肪 酸 で あ る ミ リ ス チ
ン 酸 は ヤ シ 油 、 パ ー ム 油 に 多 く 含 ま れ 石 鹸 な ど に も 使 用 さ れ て い る が 、 一 般 ユ ー ザ に と っ
て 馴 染 み が 薄 い た め 、 ユ ー ザ が 親 し み を 感 じ 難 い と い う 懸 念 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 上 記 し た 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 安 全 性 が 高 く 、 容 易 か つ 多 量 に
入 手 で き る 物 質 を 有 効 成 分 と す る メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 食 用 菊 の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 白 髪 防 止 効 果 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 に よ れ ば 、 食 用 菊 か ら 抽 出 し た 抽 出 物 を
有 効 成 分 と す る こ と に よ り 、 人 体 に 対 す る 安 全 性 を 向 上 す る こ と が で き る と 共 に 、 容 易 か
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つ 多 量 に 入 手 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 に よ れ ば 、 白 髪 の 発 生 を 防 止 す る と 共 に 、
発 生 し た 白 髪 を 黒 化 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 食 用 に 利 用 さ れ る 菊 （ 以 下 、 食 用 菊 ） の 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る メ ラ ニ ン 産 生
促 進 剤 は 、 白 髪 防 止 に 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の メ ラ ニ ン 産 生 を 促 進 す る 抽 出 物 の 原 料 は 、 キ ク 科 に 属 す る 植 物 、 特 に 食 用 に 利
用 さ れ る 食 用 菊 （ シ ョ ク ヨ ウ ギ ク 、 学 名 ／ Chrysanthemum morifolium Ramat.） が 望 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 菊 に は 本 来 毒 性 は な く 、 い ず れ も 食 用 に 利 用 さ れ 得 る も の で あ る 。 食 用 菊 は 、 観 賞 用 と
し て 栽 培 さ れ て い た 「 イ エ ギ ク （ 家 菊 ） 」 か ら 、 苦 味 が 少 な く 甘 味 の 多 い も の が 選 抜 さ れ
て 現 在 の も の に 至 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 食 用 菊 の 品 種 に は 、 阿 房 宮 や 延 命 楽 が あ り 、 本 実 施 例 で は 、 延 命 楽 に 分 類 さ れ る 「 か き
の も と 」 （ カ キ ノ モ ト 、 学 名 ／ Chrysanthemum morifolium Ramat. f. esculentum Maki）
の 中 か ら 抽 出 さ れ た 抽 出 物 に 基 づ く も の で あ る 。 こ れ ら の 植 物 か ら の 抽 出 物 は 、 根 、 葉 、
茎 、 花 、 樹 皮 、 種 子 ま た は 果 実 由 来 の も の を 利 用 す る こ と が で き る が 、 特 に 食 用 す る 花 の
部 分 を 抽 出 物 の 原 料 と す る こ と が 好 ま し い 。 因 み に 、 「 か き の も と 」 は 、 「 も っ て の ほ か
」 、 「 お も い の ほ か 」 と も よ ば れ て い る 。 尚 、 食 用 菊 は 、 キ ク 科 （ Compositae） キ ク 属 （
Chrysanthemum） に 分 類 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の メ ラ ニ ン 産 生 を 促 進 す る キ ク 抽 出 物 は 、 定 法 に 従 っ て 、 上 述 し た 原 材 料 か ら 抽
出 し て 得 る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 食 用 菊 の 花 弁 を そ の ま ま 、 ま た は 必 要 に 応 じ て 乾 燥
し た 後 、 抽 出 溶 媒 に 浸 漬 し 一 定 期 間 攪 拌 す る 。 次 に 、 抽 出 液 を ろ 過 し 、 こ れ を 濃 縮 し て 抽
出 物 を 得 る こ と が で き る 。 使 用 す る 抽 出 溶 媒 は 、 水 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 ア セ ト ン
、 酢 酸 エ チ ル 等 、 さ ら に は こ れ ら の 混 合 物 が 挙 げ ら れ る 。 尚 、 抽 出 溶 媒 は 上 記 の も の に 限
定 さ れ る も の で は な い こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 際 に は 、 「 か き の も と 」 の 花 弁 の 乾 燥 物 を 粉 末 化 し た 後 、 １ ０ 倍 量 の ８ ０ ％ メ タ ノ ー
ル に 投 入 し 、 １ 時 間 攪 拌 し た 後 、 ろ 過 お よ び 遠 心 分 離 処 理 に よ り 固 液 分 離 を 行 っ た 。 上 記
作 業 を 繰 り 返 し ３ 回 行 い 、 か き の も と 抽 出 液 を 得 た 。 こ う し て 得 ら れ た 抽 出 液 は 濃 縮 後 、
凍 結 乾 燥 し て 、 「 か き の も と 」 か ら キ ク 抽 出 物 を 得 た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 本 発 明 に よ る 食 用 菊 の 花 弁 か ら 抽 出 し た 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る メ ラ ニ ン 産 生 促 進
剤 の メ ラ ニ ン 産 生 促 進 効 果 の 検 証 結 果 に つ い て 説 明 す る 。 メ ラ ニ ン 産 生 の 促 進 作 用 を 評 価
す る た め に 、 培 養 色 素 細 胞 と し て マ ウ ス メ ラ ノ ー マ Ｂ １ ６ 細 胞 を 用 い 、 細 胞 中 の メ ラ ニ ン
産 生 量 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 マ ウ ス メ ラ ノ ー マ Ｂ １ ６ 細 胞 は 、 １ ０ ％ ウ シ 胎 児 血 清 （ Ｆ Ｃ Ｓ ） を 含 む Ｄ ｕ ｌ ｂ ｅ ｃ ｃ
ｏ ’ ｓ 　 Ｍ ｏ ｄ ｉ ｆ ｉ ｅ ｄ 　 Ｅ ａ ｇ ｌ ｅ ’ ｓ 　 Ｍ ｅ ｄ ｉ ｕ ｍ （ Ｍ Ｅ Ｍ ， Ｓ ｉ ｇ ｍ ａ ） で 継
代 培 養 （ ５ ％ Ｃ Ｏ ２ ， ３ ７ ℃ ） し 、 直 径 ６ ｃ ｍ の 細 胞 培 養 シ ャ ー レ に 、 ２ ． ５ × １ ０ ５ ｃ
ｅ ｌ ｌ ｓ の 細 胞 を 播 種 し た 。 ２ ４ 時 間 培 養 し た 後 、 培 地 を 新 鮮 培 地 に 交 換 し 、 「 か き の も
と 」 か ら 得 た キ ク 抽 出 物 を 試 験 試 料 と し て 添 加 し ４ ８ 時 間 培 養 し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 再 度 、 培 地 交 換 お よ び 試 験 試 料 の 添 加 を 行 い 、 さ ら に ４ ８ 時 間 培 養 し た 。 そ の 後 、 ト リ
プ シ ン 処 理 に よ っ て 細 胞 を 回 収 し 、 細 胞 数 を 測 定 後 、 １ 規 定 （ Ｎ ） の 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム （
Ｎ ａ Ｏ Ｈ ） 溶 液 を 添 加 し 超 音 波 処 理 す る こ と に よ っ て 細 胞 溶 解 液 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 細 胞 溶 解 液 ４ ７ ５ ｎ ｍ の 吸 光 度 を 測 定 し メ ラ ニ ン 量 を 測 定 し た 。 測 定 し た メ ラ ニ ン 量 を
細 胞 数 で 除 し 、 細 胞 あ た り の メ ラ ニ ン 産 生 量 を 算 出 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　 そ の 結 果 、 表 １ に 示 す と お り 、 試 験 試 料 を 添 加 し な い コ ン ト ロ ー ル の メ ラ ニ ン 産 生 量 を
１ ０ ０ ％ と し た と き の 試 験 試 料 の メ ラ ニ ン 産 生 量 は ２ ８ ５ ％ で あ っ た 。 以 上 に よ り 、 「 か
き の も と 」 か ら 得 た キ ク 抽 出 物 を 有 効 成 分 と す る メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 に は 、 メ ラ ニ ン 産 生
促 進 効 果 の あ る こ と が 実 証 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形
実 施 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 食 用 菊 は 、 延 命 楽 に 分 類 さ れ る 「 か き の も と 」 と し た も の に
つ い て 例 示 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 阿 房 宮 、 山 陽 路 、 豊 香 、 か ら ま つ な ど を 適 用
す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の メ ラ ニ ン 産 生 促 進 剤 は 、 形 態 の 異 な る 種 々 の 製 品 に 適
用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 シ ャ ン プ ー 、 ヘ ア ト リ ー ト メ ン ト 、 ヘ ア ク リ ー ム な ど に 適 用
す る こ と が で き る 。
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